
ELR	  2012東京自由集会 	  
「原子力災害被災地の生態再生（I） 	  

－里山ランドスケープの放射能と除染－」	  
	  

企画趣旨説明	

企画者：	  
小林達明（千葉大），水庭千鶴子（東農大），

大内公安（ライト工業），星澤保弘（日本植生）	  



本日の進行予定	

•  集会企画趣旨説明 	  小林達明	

•  里山流域単位の除染を目指したGIS整備 	  近藤昭彦（千葉大
環境RS研セ）	

•  都市緑地の除染 	  水庭千鶴子	

•  農地と法面の除染 	  大内公安	

•  里山林縁のり面の浸食・放射能移行防止 	  星澤保弘	  
	

•  コメント	   	  金子真司・小川泰浩（森林総研）	





放射線の単位の相互関係①	

• IDE=k×IAD	  
　IDE:線量当量(Sv)，IAD:吸収線量(Gy)	  
　k:放射線荷重係数（線質係数）	  
　　k(α線)=20,	  k(陽子線)=5,	  k(β線)=1,	  k(γ線)=1,	  	  
　　k(X線)=1,	  k(中性子線)=5〜10	



放射線の単位の相互関係②	

• I=A×C×Fa×t/L2	  
　  I:計算地点における実効線量(Sv/W)	  	  
　A:放射能(Bq)	  	  
　C:線源の実効線量率定数	  
　　Cs137の場合、0.0779	  
　Fa:実効線量透過率(複数のしゃへい体がある場合はその透
過率の積を全体の透過率とする。)	  	  
　t:使用時間(h)	  	  
　L:線源から計算点までの距離(m)	  
	  
※点線源であることを仮定している。	



放射線量マップ	  
（HP「国・自治体による高さ
1m・0.5m計測を中心とした

放射線量マップ」
hNp://www.nnistar.com/

gmap/fukushima.html　より）	  
	  
	  

この下に人の生活がある。。。	

国・自治体による高さ1m・0.5m計測を中心とした放射線量マップ
Radiation dose measured by MEXT and local governments at 1 or 0.5 meter height.
Number of displayed points 7460  Number of all datas 102470  Disp-mode

Lv.1 few points, all area  Forecast (now)

Color#1(default)  <0.1  <0.2  <0.3  <0.4  <0.5  <0.7  <1.0  <1.9  <3.8  <9.5  <19  <38  38up (単位 !Sv/h)
microSv/hour

50 km
20 mi 地図データ ©2012 ZENRIN - 利用規約
50 km
20 mi 地図データ ©2012 ZENRIN - 利用規約





森林生態系内の	  
セシウム	  

	  
セシウムの生物学的
性質はカリウムとよく
似ており、生態系内の

循環は早い　が、、、	  
	  
	  
	  

“Environmental	  Consequences	  of	  the	  
Chernobyl	  Accident	  and	  their	  

Remedia^on:	  Twenty	  Years	  of	  Experience	  
Report	  of	  the	  Chernobyl	  Forum	  Expert	  

Group	  ‘Environment’”　より	  
	



雲母類の風化とフレイド・エッジの形成・・・土壌
に捉えられたCsはほとんど動かない	



チェルノブイリ事故によるベラルーシ・ゴメリのオウシュ
ウアカマツ林のCs-‐137の土壌深度分布の経時変化	



スウェーデンのヘラジカのCs-‐137放射能の経年変化	



モデルによる木材のCs-‐137放射能の変化予測と実測値	



川俣町山木屋地区の里地里山景観	



放射性物質の包括的移行状況：文科省恩田チーム	 



山木屋地区の広葉樹林の林相：燃料、肥料、山菜、キノ
コ、椎茸ほだ木　人々に恵みを提供し続けてきたヤマ	



KA氏小流域	 



菅野A流域線量・土壌中	  
放射能（リター層除く）分布	
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菅野A流域
放射能分布	
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菅野A流域の空間線量と放射能分布の変化	
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今後の避難解除、復興に向けた放射線防護に
関する基本的な考え方	

•  追加被ばく線量（※）が年間20	  ミリシーベルト（>>3.8μSv/h）以上である地域
については、当該地域を段階的かつ迅速に縮小することを目指すこと。また、
土壌等の除染等の措置の効果やモデル事業の結果等を踏まえて、今後具
体的な目標を設定すること。ただし、空間線量が特に高い地域については、
長期的な取組が必要となることに留意が必要であること。	

※自然被ばく線量及び医療被ばくを除いた被ばく線量	
○追加被ばく線量が年間20	  ミリシーベルト未満である地域については、下記の
目標を目指すこと。	
・長期的な目標として追加被ばく線量が年間１ミリシーベルト（>>0.23μSv/h）以
下となることを目指すこと。	
・具体的な目標として、平成25年8月末までに、一般公衆の推定年間被ばく線
量を平成23年8月末と比べて約50％減少した状態を実現することを目指すこと。	
・子どもが安心して生活できる環境を取り戻すことが重要であり、学校、公園な
ど子どもの生活環境を優先的に除染することによって、平成25年8月末までに、
子どもの推定年間被ばく線量が平成23年8月末と比べて約60％減少した状態
を実現することを目指すこと。	  



土壌等の除染等の措置に関する基本的事項
（１）基本的な考え方	

•  土壌等の除染等の措置の対象には、土壌、工作物、道
路、河川、湖沼、海岸域、港湾、農用地、森林等が含ま
れるが、これらは極めて広範囲にわたるため、まずは、
人の健康の保護の観点から必要である地域について
優先的に特別地域内除染実施計画又は除染実施計
画を策定し、・・・事故由来放射性物質により汚染され
た地域には、農用地や森林が多く含まれている。農用
地における土壌等の除染等の措置については、農業
生産を再開できる条件を回復させるという点を配慮す
るものとする。森林については、住居等近隣における
措置を最優先に行うものとする。	  

（特措法基本方針）	



IAEA国際ミッションの最終報告書（平成23年10月）	

•  ポイント６　（前略）森林地域及び追加的放射線量が比較的
低い地域のようなあらゆる場所から一定の値（いわゆる最適
化値）を超える汚染を除去するための時間及び努力の投資
は、人々の被ばく線量の低下に自動的につながる訳ではな
い。また、これは、大量の残余物質を不必要に発生させるリ
スクを含む。（後略）	  

•  ポイント１０：森林地域の除染に多くの時間と努力を投資する
前に、そのような活動が公衆の被ばく線量の低下につながる
かどうかを示すべく安全評価が行われるべきである。もし行
われないのであれば、取組はより多くの利点がある地域に集
中されるべきである。(後略）	  



山木屋地区避難住民アンケート	  
（平成24年8月）	

•  「帰りたい」：65%	  
•  「地区全体の年間被曝放射線量が1mSv以下にな

るのを条件に帰る」：33%	  
•  「国が計画している除染（宅地とその周辺20mおよ

び農地の原則一回除染）で居住できるようにな
る」：9%	  

•  「同　居住できない」：62%	  



里山汚染対策の課題	

•  不信を除き、どのように住民恊働を図るのか？	  
•  どのようにゾーニングするのか？	  
•  再生目標をどうするのか？	  
•  除去物質の処理をどうするのか？	  
•  「除染してもすぐもとに戻る」のか？	  
•  除染した森林・林縁をどのように処理するのか？	  
•  除染しない森林をどのように封じ込め管理するのか？	  
•  草地をどうするのか？	  
•  法面をどう対策するのか？	  
•  山から来る飲用水、農用水は安全か？どう処理するか？	  
•  避難復帰した住民の健康をどのように管理するのか？	  
•  農業等の産業復興にどのようにつなげるのか？	  


